
平成 23年度 第 1回全国職能委員長会報告 

看護師職能委員長 

                                東 直子 

開催日：平成 23年 8月 2日（火） 

場 所：青山ダイヤモンドホール 

出席者：本会役員・職能委員会委員、各都道府県看護協会職能委員長 

 

1. 全体会 

（１） 会長挨拶 

（２） 新任役員の紹介と挨拶 

（３） 平成 23年度重点政策・重点事業の説明 

１） 職能委員会規則の説明 

２） 都道府県看護協会との情報の共有方法について 

３） 質疑応答 

2. 全国看護師職能委員長会Ⅰ病院領域 

  （１）平成 23年度活動方針 

    １）病院における看護職の働く環境改善に向けた検討 

    ２）病院と施設・在宅の連携に向けた検討 

  （２）グループ討議 

      「看護師職能委員会のありかたについて」 

（４） 委員長まとめ 

 

＜平成 23年度重点政策・重点事業＞ 

1. 労働条件・労働環境の改善 

2. 安全で効果的な医療提供を目指した特定看護師（仮称）の法制化・制度化の推進 

3. 長期的な在宅療養を支える訪問看護を基盤としたサービス提供体制の確保と整備 

4. 看護師教育および保健師・助産師教育の充実 

5. 看護職の卒後臨床研修制度の推進 

6. 保健師の専門性を発揮するための活動基盤強化 

7. 助産師の積極的な活用による安全で安心な妊娠・出産・育児環境の整備 

8. 東日本大震災復旧・復興支援事業 

＜看護師職能委員会Ⅰ病院領域 活動方針＞ 

1. 活動目的 

  医療環境が大きく変化している中で、看護師の働く場と業務範囲は拡大している。

看護師職能委員は、都道府県看護協会看護師職能委員会との連携を強化し、看護師

職能が抱える課題に対して取り組む必要がある。 

  そこで今年度は、看護職の勤務体制の現状を把握し、働く職場の環境作りについ

て検討を行う。 

2. 活動内容 

（１） 病院における看護職の働く環境改善に向けた検討 

（２） 病院と施設・在宅の連携に向けた検討 


